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スマート・テロワール
通 信

庄
内
ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル 

収
穫
感
謝
祭

山
形
大
学
農
学
部
と
山
形
県
農
業
会
議

が
主
催
す
る
「
庄
内
ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ

ー
ル
」
収
穫
感
謝
祭
が
２
０
１
７
年
11
月

28
日
、
山
形
県
鶴
岡
市
内
で
開
催
さ
れ
、

大
学
、
山
形
県
農
業
会
議
、
生
産
者
、
企

業
、
一
般
市
民
な
ど
約
１
４
０
人
が
参
加

し
た
。

山
形
大
学
農
学
部
に
は
16
年
、
松
尾
雅

彦
の
寄
附
講
座
「
食
料
自
給
圏
（
ス
マ
ー

ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
）
形
成
講
座
」
と
、
畑

作
と
養
豚
の
実
証
展
示
圃
が
設
置
さ
れ
て

い
る
。
当
日
は
、
２
年
間
の
成
果
発
表
の

後
、
加
工
品
の
試
食
会
も
行
な
わ
れ
た
。

山
形
大
学
の
小
山
清
人
学
長
は
、
農
学

部
が
山
形
県
産
食
料
の
生
産
・
流
通
・
加

工
の
多
角
化
の
た
め
に
創
設
さ
れ
た
こ
と

に
触
れ
、「
今
日
の
講
演
を
自
分
た
ち
が

収
穫
す
る
の
だ
と
い
う
気
持
ち
で
聞
い
て

ほ
し
い
」
と
挨
拶
し
た
。

山
形
県
農
業
会
議
会
長
職
務
代
行
者
の

五
十
嵐
直
太
郎
氏
は
16
年
、
山
形
大
学
農
学

部
と
連
携
協
定
を
締
結
し
、
と
も
に
地
域
循

環
型
経
済
圏
を
構
築
し
て
い
く
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
報
告
し
、
こ
の 

取
り
組
み
は
、
農
業
会
議
の
使
命
と
も
合
致 

し
、
食
の
安
全
・
安
心
や
庄
内
の
持
続
発

展
に
つ
な
が
る
と
述
べ
た
。
松
尾
は
、
実

証
展
示
圃
の
意
義
を
説
明
し
、
ビ
ジ
ョ
ン

が
高
い
ほ
ど
人
は
集
ま
る
も
の
だ
と
、
ビ

日
本
に
必
要
な
の
は 

地
域
の
繁
栄
に
貢
献
す
る 

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

地
域
が
自
給
圏
を
形
成
す
る
た
め
に

は
、
欠
か
せ
な
い
組
織
が
あ
り
ま
す
。

地
域
の
農
食
産
業
を
繁
栄
さ
せ
る
と
い

う
使
命
感
を
持
っ
た
研
究
組
織
「
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
で
す
。
米
国
に
は
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
コ
ー
ネ
ル
大
学
の
よ

う
に
、
各
州
立
大
学
に
エ
ク
ス
テ
ン
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。そ
こ
は
地
域
の
風
土
に
合
っ
た
農
・

食
の
産
業
が
研
究
さ
れ
、
地
元
の
生
産

者
や
中
小
食
品
産
業
へ
の
情
報
発
信
や

問
題
解
決
を
し
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
、
農
業
関
係
の
研
究
組
織

は
、
大
学
の
農
学
部
、
国
立
の
農
研
機

構
、
都
道
府
県
の
農
業
試
験
場
の
３
つ

が
あ
り
ま
す
が
、
ど
こ
も
地
域
の
産
業

に
責
任
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、
日
本
の
農
村
で
は
地
域
産
の
食
品

市
場
が
育
た
ず
、
輸
入
原
料
に
よ
る
食

品
市
場
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

17
年
11
月
21
日
、
帯
広
畜
産
大
学
で

寄
付
講
座
「
バ
レ
イ
シ
ョ
遺
伝
資
源
開

発
学
講
座
」
を
主
宰
し
て
い
る
保
坂
和

良
特
任
教
授
に
よ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
中

ジ
ョ
ン
を
描
く
こ
と
の
重
要
性
を
伝
え
た
。

生
産
・
加
工
・
小
売
・
大
学
か
ら
な
る 

団
体
戦
の
チ
ー
ム
結
成

成
果
発
表
に
先
立
ち
、
山
形
大
学
農
学

部
教
授
の
浦
川
修
司
氏
よ
り
「
山
形
大
学
が

取
組
む
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要
」
が
報

告
さ
れ
た
。
ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
を 

耕
畜
連
携
・
農
工
一
体
・
地
産
地
消
お
よ

び
契
約
栽
培
に
よ
る
非
市
場
経
済
を
取
り

入
れ
た
循
環
型
の
経
済
圏
と
捉
え
、
大
学

は
そ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
目
指
す
。

ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
の
仮
説
で
は
、

生
産
者
、
加
工
業
、
小
売
業
が
連
携
し
て

「
団
体
戦
」
を
す
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
。

17
年
、
以
下
の
チ
ー
ム
が
結
成
さ
れ
た
。

畜
肉
チ
ー
ム
、
馬
鈴
薯
チ
ー
ム
、
大
豆
チ

ー
ム
、
小
麦
チ
ー
ム
（
調
整
中
）
そ
れ
ぞ

れ
が
、
農
畜
産
物
の
開
発
・
製
造
・
販
売

を
検
討
し
、
自
給
圏
の
仮
説
を
実
証
し
て

い
く
。
チ
ー
ム
に
地
元
の
小
売
業
「
主
婦

視 　 点

松 尾  雅 彦
スマート・テロワール協会会長

元カルビー社長

山
形
の
食
料
自
給
圏
、

役
者
が
結
集
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で
浅
川
芳
裕
氏
の
報
告
が
目
を
引
き
ま

し
た
。

氏
は
、「
食
農
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

を
「
農
家
・
地
域
の
食
・
農
に
関
わ
る

問
題
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
解
決
で
き
る

場
」
と
し
て
、
農
業
先
進
国
の
イ
ス
ラ

エ
ル
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
オ
ラ
ン
ダ
、

米
国
の
事
例
を
紹
介
し
ま
し
た
。

イ
ス
ラ
エ
ル
で
は
、
ヘ
ブ
ラ
イ
大
学

農
学
部
と
国
立
研
究
機
関
、
半
官
半
民

研
究
機
関
と
い
う
３
つ
の
機
関
が
協
力

関
係
を
敷
き
、
生
産
者
に
技
術
と
経
営

の
モ
デ
ル
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
大
学

も
農
家
に
対
し
て
技
術
と
経
営
の
モ
デ

ル
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
大
学
の
役
割

は
、
大
き
く
分
け
て
３
つ
。
畑
か
ら
食

卓
ま
で
す
べ
て
の
農
食
産
業
の
モ
デ
ル

の
理
想
図
を
つ
く
る
こ
と
、
栽
培
ノ
ウ

ハ
ウ
を
提
供
す
る
こ
と
、
契
約
栽
培
に

よ
る
収
益
モ
デ
ル
を
検
討
す
る
こ
と
で

す
。
大
学
側
に
は
セ
ン
ト
ラ
ル
農
場
と

い
う
モ
デ
ル
農
場
が
あ
り
、
民
の
側
に

は
サ
テ
ラ
イ
ト
農
場
が
あ
り
ま
す
。
結

果
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
農
業
生
産
性
指
標

は
、
技
術
水
準
と
付
加
価
値
の
商
品
開

発
が
飛
躍
的
に
伸
び
て
い
ま
す
。

山
形
県
庄
内
地
区
で
進
め
て
い
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
や
が
て
庄
内
地
区
の

食
農
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
発
展
さ

せ
、
山
形
大
学
農
学
部
高
坂
農
場
が
モ

デ
ル
農
場
に
な
り
、
庄
内
平
野
の
傾
斜

地
の
農
地
の
現
況
が
転
換
さ
れ
、
サ
テ

ラ
イ
ト
的
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

の
店
」「
ト
一
屋
」
が
参
加
し
て
い
る
こ

と
に
よ
り
、
店
頭
で
の
試
食
販
売
や
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を
通
し
た
地
域
住
民
へ

の
訴
求
の
機
会
に
恵
ま
れ
て
い
る
。

「
美
味
し
い
」
加
工
品
の
た
め
の 

厳
選
素
材
を
研
究

畑
作
の
成
果
発
表
と
し
て
、
助
教
の
中

坪
あ
ゆ
み
氏
よ
り
「
畑
輪
作
体
系
に
お
け

る
実
証
展
示
圃
の
こ
れ
ま
で
の
成
果
」
が

報
告
さ
れ
た
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
大
豆
、
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
、
小
麦
、（
緑
肥
）
の
畑
輪

作
で
、
そ
れ
ぞ
れ
全
体
収
量
と
規
格
内
収

量
を
上
げ
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
る
。

課
題
は
、
排
水
性
が
悪
く
、
ジ
ャ
ガ
イ

モ
の
規
格
外
が
多
い
た
め
、
17
年
は
暗
渠

を
設
け
、
18
年
は
追
加
で
明
渠
を
掘
る
予

定
だ
。
規
格
外
品
は
自
給
飼
料
と
し
て
豚

に
給
与
す
る
た
め
、
肥
育
に
適
し
た
飼
料

調
製
の
研
究
も
同
時
進
行
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
厳
選
素
材
を
使
用
し
た
「
美
味

し
い
」
加
工
品
を
提
供
す
る
た
め
、
厳
選

素
材
の
選
別
法
と
評
価
の
研
究
も
進
め
ら

れ
て
お
り
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
大
豆
の
研
究

結
果
が
報
告
さ
れ
た
。

豚
肉
加
工
品
発
売
、
引
き
続
き 

改
善
・
課
題
解
決
を
検
討

17
年
12
月
初
旬
、
つ
い
に
、
庄
内
ス
マ

ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
初
の
商
品
が
発
売
さ
れ 

た
。
大
学
で
肥
育
さ
れ
た
豚
を
使
用
し
た

ハ
ム
と
ベ
ー
コ
ン
、
ウ
イ
ン
ナ
ー
で
あ
る
。

本
件
に
関
し
て
は
、
㈱
東
北
ハ
ム
代
表

取
締
役
社
長
の
帯
谷
伸
一
氏
と
、
准
教
授

の
松
山
裕
城
氏
よ
り
報
告
が
あ
っ
た
。
帯

谷
氏
は
、
豚
肉
加
工
品
の
製
造
方
法
を
解

説
し
な
が
ら
、
ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル

の
趣
旨
に
則
っ
た
製
品
づ
く
り
を
語
っ

た
。ポ

イ
ン
ト
は
、
食
品
添
加
物
を
最
小
限

に
抑
え
て
い
る
こ
と
、
素
材
の
う
ま
み
を

引
き
出
す
熟
成
を
し
て
い
る
こ
と
、
比
率

の
高
い
赤
肉
を
活
か
し
た
適
度
に
ジ
ュ
ー

シ
ー
な
が
ら
パ
リ
ッ
と
し
た
食
感
を
重
視

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

課
題
は
、
未
使
用
の
肩
ロ
ー
ス
と
ヒ
レ

の
用
途
開
発
、
ウ
イ
ン
ナ
ー
の
味
の
改
善
、

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
よ
り
３
割
安
い
価

格
で
販
売
す
る
た
め
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
で

あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
対
策
案
が
挙
げ
ら
れ
た
。

松
山
氏
は
、
耕
畜
連
携
の
自
給
飼
料
の

給
与
や
、
農
工
一
体
に
よ
る
安
全
で
「
美

味
し
い
」
加
工
品
を
つ
く
る
た
め
の
手
法

を
解
説
し
た
。
加
工
品
開
発
で
は
、
消
費

者
に
よ
る
官
能
評
価
お
よ
び
分
析
型
の
官

能
評
価
を
挙
げ
た
。
分
析
型
で
は
、
基
本

栄
養
素
や
専
用
機
器
に
よ
る
食
感
（
せ
ん

断
力
価
）
と
香
り
（
香
気
成
分
）
な
ど
の

分
析
結
果
を
示
し
た
。

山
形
県
農
業
会
議
の
五
十
嵐
淳
氏
よ
り

発
表
さ
れ
た
「
庄
内
ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ

ー
ル
に
お
け
る
農
村
ビ
ジ
ョ
ン
と
庄
内
地

域
の
消
費
実
態
調
査
の
中
間
報
告
」
は
、

次
号
で
紹
介
す
る
。

発売を控えた豚肉加工品と農産物の厳選素材を用いた加工品試食会


